
【GIGA×指導の工夫・改善】 丁寧な見取りで、「落ち」なく個に応じた最適な手だてを

能美市立寺井中学校（石川県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

スプレッドシートに生徒それぞれの考えを英語で
書かせることで、文法上のミスなどのチェックがしや
すくなった。また、他者の意見も見ることができるの
で、支援もしやすくなった。
単元ごとに生徒とのチャットルームも開設して、気
軽に教師にアドバイスを求めたり、また教師から個
別に適切な指導をできるようにしたいと考えている。
ドリルソフトで、章の最後に確認テストを行い、学
習状況の見取りを行った。
年度初めに数学の授業で、小学校の算数の内
容からドリルソフトを使用し、正答数を表にまとめさ
せることで、自分の苦手分野やわかっていない範囲
を理解させ、その後の授業の進度に活かした。
ウィンバード等で、それぞれの学習の進捗状況を
把握することができた。
クラウドで課題提出させることによって、学習状
況を視覚化して見取っている。

なぜ同じ確率になるのか、考えを紐付けしていくなかで、他者参照だけでなく教師の
見取りやコメントを記入することで、新たな考えや意見を導いた。

事例

・生徒の学びの蓄積が可視化されることで、個別の支援や他者参照につながり、自身の学びの深まりとなる。
・授業中の支援や、単元毎の学びの振り返りなど、目的に合ったソフトの特性を職員同士の情報交換の中で共有し授業改善につなげている。

単元マップに個人の
学びの足跡になるスラ
イドや、進捗状況、振り
返りなど、スプレッドシー
トを利用して可視化し、
きめ細かい見取りに利
用している。

考察


